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１．研究計画の概要 
環状６π電子系の光による閉環／開環反応
は、適切な分子設計によりフルギド、ジアリ
ールエテンなどの熱不可逆な反応系を構築
することができる。一方、ジアリールエテン
の閉環・開環反応は、光照射だけでなく電気
化学的酸化によっても進行し、一部の開環反
応は連鎖的に反応することが出来ることが
明らかとなっている。本研究では、この連鎖
反応に着目し、光・電気という二つの刺激に
応答し、アバランシェ（連鎖）反応性を持つ
フォトクロミック―エレクトロクロミック
反応系を構築することを目的とする。アバラ
ンシェ反応系を組み上げる上で、非常に重要
なポイントは、高効率に反応する配列を構築
し、その反応を追跡できるようにすることで
ある。そこで、固体表面、固液界面での２次
元配列に着目して配列制御を検討課題とす
る。 
 
２．研究の進捗状況 
HOPG/octanoic acid界面でのSTM測定によ
るジアリールエテンダイマーの光配列制御
について検討した。長鎖アルキル基とピレン
は基板との相互作用を増やすために、ピレン
とジアリールエテンの間のアルキル基は自
由度を高めるために、それぞれ導入した。両
側開環体(o-o)は HOPG/octanoic acid 界面で
配列構造が観察された。この配列に紫外光を
照射すると新たな配列構造が現れた。紫外光
照射後の新たな配列構造（間隔 2.2 nm)は
(o-o)の配列（間隔 5.8 nm)に比べて周期構造
が狭くなっており、より密なパッキングをし
ていることが示唆された。さらに可視光を照
射すると配列構造が元に戻ることを確認し

た。また、この配列構造が何に由来するのか
を確かめるために、片側閉環体(o-c)、両側閉
環体(c-c)の STM 測定を行った。その結果、
(o-c)では間隔 4.7nmの、(c-c)では間隔 1.9 nm
の配列が観測され、紫外光照射後の新たな配
列構造は(c-c)の配列構造であることが分かっ
た。また、すべての配列構造は分子モデルに
よって合理的に説明された。閉環体ではジア
リールエテン部分が縦に配列したため密な
パッキングを取ったと考えられる。溶液相で
光異性化した分子が異なるパッキングで２
次元配列し、光による可逆なドメインの変化
をもたらしたものと考えられる。RhCl ポル
フィリンと有機分子からなる Diad の、
HOPG/Octanoic acid 界面での二次元配列構
造の STM 観察では、個々の分子が別々に観
測できた。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
（理由） 
ＳＴＭを用いた二次元配列の光制御を達成
し、おおむね順調に進展していると考えられ
る。RhCl ポルフィリンの系では、分子を識
別して反応を追跡できるように展開が期待
される。 
 
４．今後の研究の推進方策 
ＳＴＭを用いた１分子レベルの分子電導性
の光制御を含めた分子レベルでの反応の追
跡が今後の課題である。 
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